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問　待機児童の解消策として、認可外保
育所への紹介とあっせんに努め、補助金
の増額を図るべきでは。 

問　行政のバックアップで、トヨタクラウ
ン購入者へ抽選で、「品評会優等メロン」
を６名に贈呈する案は。 

答　園児募集案内を広報誌などへ掲載す
るとともに、入所の紹介などもしている。
　低年齢児の保育所入所枠を確保するため、
さらなる支援も必要であると考えている。

答　話題になりそうな提案である。話題づ
くりや、マスメディアを活用することは現代
において必要なことであると考えている。

徳育推進の基本的考えは

認可外保育所への支援は

障がい者に対する施設の充実を
図るべきでは

旧クリーンセンター跡地を「エコのまち」
の情報発信基地としては

乳幼児医療費の軽減を

問　規範意識の向上を図るための徳育推
進策は。 

答　スローガンや具体的な行動目標を袋
井モデルとして構築できればと考えている。

答　実施する場合には、相当な財源が必要
である。予算措置、財政状況等を勘案しな
がら考えていきたい。

答　総合計画では、日本一健康文化都市の
理念のもと、まちの将来像やまちづくりの基
本目標を定め、市民や地域、企業等が目標を
共有化して相互に連携協働し、政策を推進し
ている。
　それとともに、政策・施策・事務事業が、目
的と手段の連鎖構造で成り立っており、施策
体系ごとに目的や基本方針、指標を定め、総
合的かつ計画的なまちづくりを進めている。

市政の柱のひとつである
「官民協働まちづくり」の推進を

クラウンメロンの販売戦略は

問　袋井市にもケアホームやグループホー
ムなどの福祉施設を整備し障がい者に安心
して過ごせる社会にすべきと考えるが。 

問　平成18年３月の「協働への扉」は指
針である。事業計画を策定すべきではな

「健康文化都市」がよくわかる
市政運営のために

問　事務事業を羅列した総合計画からは、 

答　福祉施設については、第2期の障害福祉
計画の中で位置づけをしていきたい。

答　事業計画の策定については、今後先進
事例を参考にしながら、袋井市らしさを研
究していきたい。

問　バイオマスタウン構想の一環として「エ
コのまちふくろい」の学習創造の場として
利用し、国の助成で旧施設の解体費用の
軽減を図るべきでは。 

問　就学前医療費助成を小学校卒業まで
延長できないか。 

健康文化都市の姿が見えにくい。政策から
個別事業に至る施策体系が必要ではないか。 

答　現道の拡幅、バイパス工事、いずれも
地権者全員の同意は十分に得られていない。

（通称）七曲がりの道路計画はどうか

問　磐田掛川線（通称）七曲がりの「現道
拡幅・バイパス」全ての地権者承諾、同意
等は得られているか。 

答　環境教育・学習の場や他の利用など
を含めて、今後検討していく。
　解体費用については、国の助成制度の
活用もあわせて研究をしていきたい。

問　現在の協働まちづくり事業は、市民
活動の域を脱し得ない。市は、積極的に
協働モデル事業を実施すべきと思うがど
うか。 

答　モデル事業の実施については、19年度
から開設した公募提案型の協働まちづくり
事業において展開をしているところである。

洪水対策はどうなっているか

問　長溝管内、原野谷川左岸堤防の崩落
原因調査と洪水要因としての「浸透破堤」
調査実施について。 

答　袋井土木事務所で早急に整形補修等
の対応をすると聞いている。浸透破堤調査
については、今後の経過を観察し、必要に応
じて地質調査も実施していくと聞いている。

企業立地の促進を

問　川井地区の工業地域の振興策は。 
また、中小企業の立地促進のために開発
行為事務処理要領の見直しを。 

答　川井西地区まちづくり整備検討委員会
が設立され、事業手法の検討を進めている。
　開発許可は無秩序な開発防止を図るべく
その適用について慎重に対応している。

旧クリーンセンター「体を使って貯筋！健康教室」を受講している皆さん

市内にある認可外保育所整形補修された崩落箇所
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